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陸上自衛隊では、 5月中の実弾

射撃をつぎのとおり行ないます

実施場所=池田射撃場

実施日程=4、6"'7、9'"13、
16"'21、23"'27、29、31、

(461号〉4月下旬号)
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三浦校舎

(旧三浦中学校〕

生徒数 140入

学叡数 4学級

"'"崎

2 

O 

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

。

司

鈴同校舎

(旧鈴田中学校)

生徒数 224入

学級数 6学級

大村校舎 ¥ 

<1日大村中学校1

生徒数 1，159人

学級数 28学級

今までの三浦中学校、鈴田中学校、大村中学校が合

併して新らしい学校が開校しました。生徒数は 1，523
人、学級数は38学級で市内で最も大きな中学校です。

玖島中学校開校

区互主
【
電
話
に
関
す
る
一

豆

知

識

】

一

電
話
に
は
三

つ
一

の
信
号
が
あ
り
ま
一

す

。

一

①
発
信
音
1

受
話

一

器
を
耳
に
あ
て
る
一

と

「
ツ
l
ン
」
と
い
う
立
日
が
-

き
こ
え
ま
す
。
こ
れ
は
「
ど
一

う
ぞ
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て
く

一

だ
さ
い
。
」
と

い
う
合
図
で
一

す
。
こ

の
発
信
音
が
聞
え
な

一

い
と
き
は
、
い
く
ら
ダ
イ
ヤ
一

ル
を
回
し
て
も
か
か
り
ま
せ
一

ん
。
こ

の
音
を
確
か
め
て
ダ
一

イ
ヤ

ル
し
ま
し
ょ
う
。

一

②
話
中
音

l
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
一

す
途
中
や
終

っ
た
と
き
に
、

一

「プ

l
プ

l
」
と
い
う
音
が
一

聞
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一

こ
れ
は
話
し
申
の
合
図
で
す

一

い
く
ら
待
っ
て
も
相
手
の
電

一

話
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

一

二
三
分
待
っ
て
か
ら
、
か
け

-

な
お
し
ま
し

ょ
う。

一

③
呼
出
音
1
1
め
ざ
す
相
子
を

-

呼
び
出
し
て

い
る
音
で
「
ツ

一

i
ツ
l
」
と
き
こ
え
ま
す
。

一

出
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
す

-

ぐ
き
ら
ず
に
少
し
待
つ
よ
う

一

に
し
ま
し
ょ
う
。

-
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寸

パV

寸

西
三
城
杭
出
津
線
を
改
良

土
木
関
係

(2) 

都
市
建
設
を
進
め
る
た
め

に
は
、
道
路
、
下
水
路
の
整

備
が
必
要
で
す
の
で
、
都
市

計
画
事
業
の
四
カ
年
計
画
の

第
二
年
次
と
し
て
、
西
三
城

杭
出
津
線
を
都
市
計
画
街
路

と
し
て
改
良
整
備
し
、
下
水

道
事
業
と
し
て
、
大
村
駅
裏

下
水
道
約
二
百
メ
ー
ト
ル
を

改
良
整
備
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
公
園
事
業
と
し
て
は
伊

-

勢
町
と
原
口
児
童
公
園
を
整

備
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
単
独
事
業
と
し

て
の
道
路
新
設
、
改
良
工
事

と
し
て
、
国
立
大
村
病
院
烏

帽
子
谷
線
を
陸
上
自
衛
隊
の

協
力
を
得
て
実
施
す
る
予
定

で
す
。
排
水
路
関
係
で
は
、

玖
島
川
の
護
岸
工
事
、
港
湾

関
係
と
し
て
馬
場
先
埋
立
工

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
市

道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

砂
利
道
の
機
械
力
に
よ
る
効

率
的
な
管
理
の
ほ
か
、
防
塵

処
理
程
度
の
工
事
を
試
み
る

予
定
で
す
。
失
対
事
業
で
は

>' 

大
村
駅
上
川
原
線
側
溝
の
改

良
、
市
道
の
補
修
、
公
園
緑

地
の
整
備
な
ど
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
災
害
復
旧
事
業
で

は
、
三
十
八
年
災
害
の
五
カ

所
、
四
十
年
災
害
の
七
カ
所

の
河
川
、

一
カ
所
の
漁
港
を

復
旧
し
ま
す
。

今勺
年q
度ぐ
五
十

豊三戸
高二を
係=建
築

一
世
帯

一
住
宅
の
国
の
住

宅
対
策
を
う
け
、
本
市
で
も

年
間
百
戸
建
設
を
目
標
に
努

力
し
、
住
宅
事
情
を
改
善
し

ま
す
。
そ
こ
で
本
年
は
、
昭

和
三
十
九
年
よ
り
施
工
し
た

小
路
口
住
宅
に
第
二
種
公
営

住
宅
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

二
十
五
戸
を
建
設
し、

ま
た

昭
和
四
十
年
度
よ
り
三
カ
年

計
画
で
実
施
し
て
い
る
植
松

団
地
に
第
一
種
公
営
住
宅
簡

易
耐
火
構
造
平
家
建
二
十
五

戸
、
第
二
種
公
営
住
宅
簡
易

模
の
拡
大
と
基
盤
の
拡
充
を

は
か
る
た
め
、
国
の
指
定
を

う
け
た
農
業
構
造
改
善
事
業

を
今
年
も
行
な
い
ま
す
。
ま

た
補
完
の
た
め
の
第
二
次
農

業
構
造
改
善
事
業
の
指
定
も

う
け
る
よ
ラ
に
努
力
し
ま
す

現
在
ま
で
の
農
業
構
造
改

善
事
業
は
、
昭
和
三
十
九
年

四
十
年
の

二
カ
年
同
に
、
農

地
造
成
は
十
，一
地
区
の
百
三

十
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
農
道
六

千
六
百
四
十
八
メ
ー
ト
ル

、

共
同
防
除
二
地
区
、
野
菜
ハ

二
昭
和
笠
度
施
政
方
針
一一山

一

事
業
別

;

画

①

耐
火
構
造
平
家
建
八
戸
、
合

計
五
十
六
戸
を
建
設
す
る
計

画
で
す
。

寸

d

d

農
業
構
造
改
善
事
業
が
完
成

農
業
関
係

差
が
是
正
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
農
業
経
営
の
安
定

企
業
化
に
立
脚
し
た
経
営
規

農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ

て
五
年
経
過
し
て
お
り
ま
す

が
、
農
業
と
他
産
業
と
の
格

ワ
ス
二
地
区
、
人
参
種
子
加

工
場

一
カ
所
、
土
地
改
良
十

五
地
区
を
施
工
し
ま
し
た
が

第
三
年
目
の
本
年
度
は
、
補

助
対
象
事
業
と
し
て
水
頭
み

か
ん
園
造
成
ほ
か
五
地
区
~

関
連
事
業
団
体
営
重
井
田
農

道
ほ
か
二
地
区
、
融
資
単
独

事
業
針
尾
農
地
造
成
ほ
か
二

地
区
を
実
施
し

て
指
定
さ
れ

た
計
画
を
完
成
す
る
こ
と
に

園 、

な
り
ま
す
。
ま
た
四
十
年
災

害
の
復
旧
事
業
は
、
農
地
三

地
区
、
施
設
二
地
区
、
関
連

一
地
区
で
完
成
し
ま
す
。

d
d
d
 

人
工
漁
礁
を
強
化一一一一一一

水
産
関
係

漁
業
構
造
改
善
事
業
と
し

て
、
漁
場
改
良
造
成
事
業
の

コ
シ
ク
リ

i
ト
漁
礁
ゃ
、
築

い
そ
事
業
に
よ
り
人
工
漁
礁

の
強
化
を
は
か

る
計
画
で
す

浅
海
増
殖
事
業
の
振
興
も
、

漁
場
の
特
性
を
生
か
し
、
海

藻
、
貝
類
、
な
ま
こ
な
ど
の

増
殖
を
奨
励
し
、
と
く
に

の

り
養
殖
に
つ
い
て
は
、
改
善

を
加
え
て
漁
閑
期
に
お
け
る

企
業
と
し
て
成
長
す
る
よ
う

指
導
し
ま
す
。
な
お
、
内
水

面
漁
業
に
つ
い
て
も
郡
川
水

域
と
萱
瀬
ダ
ム

に
お
け
る
稚

魚
の
放
流
を
実
施
し
ま
す
。

漁
港
の
整
備
も
前
年
度
よ
り

継
続
中
の
東
浦
港
局
部
改
良

事
業
を
完
成
さ
せ
、
そ
の
効

率
的
な
利
用
に
よ
っ
て
、
漁

船
の
保
全
、
操
業
の
合
理
化

な
ど
漁
業
の
振
興
を
指
導
し

ま
す
。

パ
U
1
パ
U

X
引
可

印
へ付
l

ル
の
放
牧
場一一一一一一

畜
産
関
係

最
近
多
頭
羽
飼
育
の
傾
向

が
強
く
、
ま
た
他
県
に
お
け

る
家
畜
伝
染
病
の
発
生
も
多

い
の
で
、
強
力
に
衛
生
指
導

を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
畜
産

改
良
資
金
を
貸
付
け
て
基
礎

畜
の
導
入
に
併
せ
て
肉
用
牛

の
導
入
を
は
か
り
、
ま
た
優

良
家
畜
の
保
留
、
畜
産
共
進

会
の
開
催
も
計
画
し
て
い

ま

す
。
畜
産
振
興
の
た
め
の
放

牧
場
の
建
設
も
昨
年
に
引
続

き
実
施
し
、
本
年
度
六
十
ヘ

ク
タ
ー

ル
の
放
牧
場
が
完
成

し
ま
す
。

万
引
刊
パ
引
刊
パ
引
刊

民
有
林
の
肥
培
に
重
点

一一一一一一
林
業
関
深

本
年
度
は
市
有
林
四
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
新
植
し
、
六
、
四

八
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
補
植
百
五

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
手
入
れ
を

計
画
し
て

い
ま
す
。

ま
た
民

有
林
mr
，
育
成
も
森
林
組
合
に

協
議
し
て
林
地
の
肥
培
に
重

点
を
お
き
、
造
林
手
入
れ
コ

ン
ク
ー
ル
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

¥ 

¥ 

~も・
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•• 
口
口

口

市
美
術
展
が
聞
か
れ
ま
す

口
口
口

第
六
回
大
村
市
美
術
展
覧

会
が
つ
ぎ
の
要
項
で
開
か
れ

ま
す
。

会
場
会
期

中
央
公
民
館

五
月
二
十
日
よ
り

五
月
二
十
三
日
ま
で

作
品
の
部
門
、
体
裁

第

一
部
洋
画
部

F
m号
(
三
尺
×

二、

四
尺
)
以
下
と
し
額

縁
に
入
れ
る
こ
と

第
二
部

日
本
画
部

二
つ
折
扉
風
以
下
と
し
表

具
を
付
け
る
こ
と

第
三
部

南

画

部

二
つ
折
扉
風
以
下
と
し
表

具
を
付
け
る
こ
と

第
四
部
書
道
の
部

画
仙
紙
全
紙
以
下
と
し
表

装
(
仮
表
装
も
可
)
枠
張

り
と
す
る
こ
と

第
五
部
写
真
の
部

印
画
紙
六
切
り
以
上
と
し

枠
張
り
ま
た
は
台
紙
を

つ

け
る
、
組
写
真
は
最
大
作

品
の
大
き
さ
を
全
紙
大
以

下
と
す
る
こ
と

第
六
部
商
業
美
術
部

西
洋
紙
全
紙
大
と
し
枠
張

り
ま
た
は
台
紙
を
つ
け
る

こ
と

第
七
部
彫
塑
工
芸
部

陳
列
に
便
利
で
か

つ
安
全

な
体
裁
に
す
る
こ
と
、

染

(3) 

f 

色
関
係
の
も
の
の
大
き
さ

は
二

つ
折
扉
風
大
以
下
と

す
る
こ
と

第
八
部
版
画
の
部

洋
画
部
の
体
裁
に
準
ず
る

こ
と

出
品
資
格

大
村
市
在
住
者
一
般

(但
L

小
中
学
生
を
除
く
)

職
場
が
大
村
市
に
あ
る
通
勤

者
は
在
住
者
に
準
ず
る

作
品
の
制
限

川
出
品
作
品
は
自
作
未
発
表

の
も
の
に
限
る

刷
出
品
点
数
は
各
部

一
人
三

点
以
内
と
す
る

，ち

出
品
手
数
料

一
人
百
五
十
円

申
込
期
日

五
月
十
六
日
午
後
五
時
ま
で

な
お
、
申
込
用
紙
な
ど
は

中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

審
査
は
行
な
い

ま
せ
ん
。

1
1
1

交
通
止

橋
の
架
替
工
事
に
よ
っ
て

つ
ぎ
の
と
お
り
全
面
交
通

止
と
な
り
ま
す
。

路

線

市

道

陣
内
山
田
線

場
所
諏
訪
郷
山
田

期
間

四
月
二
十
日
か
ら

五
月
十
五
日
ま
で

口
口
巳

計
算
尺
指
導
者
講
習
会

口
口
口

計
算
尺
の
普
及
振
興
を
は

か
る
目
的
で
つ
、
ぎ
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
計
算
尺
指

導
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

す
L
め
し
ま
す
。

日
時

四
月
二
十
三
日
J
二

十
四
日、

十
三
時
よ

り
十
七
時
ま
で

大
村
商
工
会
議
所

五
十
名

日
本
商
工
会
議
所
計

算
尺
技
術
委
員

深

田

進

氏

受
講
資
格

学
校
、
職
業
訓

練
所
、
事
業
所
等
で

計
算
尺
の
指
導
に
従

事
し

て
い
る
者
、
ま

た
は
従
事
し
よ
う
と

す
る
者

受
講
料

五
百
円
(
テ
キ
ス

ト
代
含
む
)

受
講
申
込

大
村
商
工
会
議

一所

講
師

口口口
病院には黄色い保険証で

口口口
被保険者証が届いていないかたはありません

か。また、つぎのかたの国民健康保険被保険者

証が住所不明で戻って来ており ます。心あたり

のかたは至急保険年金課に連絡してください。

病院などへかかる場合は必ず黄色い被保険者証

を持参しましょう。

飯田正吾 ・村岡民雄 ・長野勝子 ・井上一之 ・峠

ノワ ・古川和彦・島田忠俊 ・中里信子 ・古川与

十 ・小谷佳春 ・原口秋吉 ・野口ヨヱ

家にとじまり ! 

i ミj 心にかぎをψ'&-o.b{';ム ミ
-djよコ起しも

C~ 

i ム減じゐ 司 巧 行楽 j 
! に L必貯 bl- νーズンは ! 
~よ氏 周ポ ! 出の ! 

j E足三金一副 二ズシ l
j 匂~.~ミ 、J 74 j

~i Ji ii i話Jii官 j
! 一川山1〕 jjf : 

l三 B

わかめ養殖に成功

大村湾では不可能といわれてい

たたかめの養殖が成功しました。

これは、40年11月より森園沖で
試験養殖l.ていたもので、 長さ

1.8メート ノLに及ぶものもありま
した。このわかめ養殖は漁閑期の

事業として、非常に有望とさ託て

います。

定会
員場
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口
口
口

大
村
部
隊
の
藤
ま
つ
り

口
口
口

大
村
部
隊
の
大
藤
が
み
ご

と
に
咲
い
て
い
ま
す
。
大
村

部
隊
で
は
、
恒
例
の
藤
ま
つ

り
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
隊

内
を
開
放
し
て
つ
ぎ
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。
多
数
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

期
目

、四
月
二
十
九
日

お
も
な
行
事

マ
フ
ア
ジ

ν
i
ド
リ
ル
(
教

練
)
〆
午
前
九
時
と
午
後
一

時

(4) 

室一教一通一
本〈一(盆

歩行者の通行方法
目が見えないもの、幼児等の保護

目が見えない人は、道路を通るときは必ず白色に塗

った杖を持っていなければならないことになっ ていま
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福重小学校

松原小学校

正法寺

鈴田校舎

諏訪公民館

美天神社会館

萱瀬公民館

三浦幼稚園

中央公民館

4月25日

" 26日
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" 28日

I! 29日

" 30日

5月1日

2日

6日

7日

時間はいずれも午後

7時30分からです。

なお、上記日程の受

講ができなかった人の

ために 5月初日午前日

時から大村警察署でも

行ないます。必ず受講

するようにいたしまし

ょ、フ。
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